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5.6 対応がある検定手順 【動画】 

 2群間に対応がある場合は、一方の群のデータに対して、他方の群に必ず対応データがあ

ります。検定方法の決定には、この対応するデータ間の差の正規性を調べます。正規性が

ある場合は、量的データの検定メニューの四角形の中のように、対応がある場合の t 検定、

正規性がない場合は Wilcoxonの符号付き順位和検定を利用します。 

 

図 5.6.1 対応のある量的データの比較検定手順 

 対応があるデータの形式は、群別データからの形式に同じで、２つの群のデータ数がそ

ろっています。例えばテキスト 5.txt の 7 頁をご覧下さい。対応がある場合の正規性の検定

は以下の実行画面で「対応のあるデータから」のラジオボタンを選択して「S-W 検定」ボ

タンで実行します。 

 

図 5.6.2 対応のあるデータの正規性の検定 

以下では正規性のある場合とない場合に分けて差の検定手法を見て行きましょう。 

 

5.7 対応がある２群間の平均値の検定（正規性あり） 

 まず始めは正規性のある例です。 

例 

ある商品の陳列位置を変える前と後とで売上高（千円）を規模の等しい８つの支店で比

https://www.youtube.com/watch?v=s8ItDqaZb0c
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較したところ以下の結果を得た。検定を選択して有意水準5%で差があるかどうか判定せよ。 

前 385 402 320 383 504 417 290 342 

後 396 373 431 457 514 405 380 396 

 

データは Samples¥テキスト 5.txt, 7 頁にありますので、それを開いてまず前節で説明した方

法で正規性を調べます。結果は「正規性ありとみなす」となるはずです。その後、量的デ

ータの検定メニューから、２群間の検定で対応ありの中から以下の「対応のあるｔ検定」

を選んで検定を実行します。 

 

図 5.7.1 対応のある t検定実行画面 

実行結果は以下の通りです。 

 

図 5.7.2 対応のあるｔ検定分析結果 

解答 

  2.1494t =  0.0687 0.05p =   より、平均に差があるとはいえない。 

 

 ここで検定に利用した理論は以下の通りです。 

理論 対応のあるｔ検定 

対応する各標本の差（ここでは、 iz = (標本１－標本２)÷2）をとる。平均が等しい（変数 z

の平均が 0）と仮定すると 
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5.8 対応がある２群間の中央値の検定（正規性なし） 

 次は、正規性のない例を見てみましょう。 

例 

 ある商品の陳列位置を変える前と後とで売上高（千円）を規模の等しい８つの支店で比
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較したところ、以下の結果を得た。検定を選択して有意水準 5%で売上高に差があるかどう

か判定せよ。 

前 385 402 320 383 504 417 290 342 

後 396 310 342 407 514 405 380 365 

 

Samples¥テキスト 5.txt, 8 頁のデータを開いてまず、前節で説明した方法で正規性を調べま

す。その結果は「正規性なし」と判定されます。その後、量的データの検定メニューで対

応ありの中から、以下のWilcosonの符号付き順位和検定を選んで検定を実行します。 

 

図 5.8.1 Wilcoxonの符号付き順位和検定実行画面 

実行結果は以下の通りです。 

 

図 5.8.2 Wilcoxonの符号付き順位和検定分析結果 

 この検定で用いられた手法は以下の通りです。 

 

理論 Wilcoxonの符号付き順位和検定 【Skip OK】 

 対応する各標本の差（ iz =標本１－標本２）について、 iz の正負で 2群に分けて順位和を

求め、小さい方をRとする。 

標本数が多いとき（少ない場合は数表を用いる） 
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z  ～ )1,0(N 分布（正の部分） 

 

ここで気が付かれた方もおられると思いますが、Wilcoxon の符号付き順位和検定は４章

で母集団の中央値と指定値との比較、として説明した検定手法です。これがまたここで出

てきた理由は、２つの対応するデータの差を取るという対応するデータ間の差の検定の方

法によります。即ち、差を取ったものと 0（差がない場合）とを比較しているため、0が指

定値と同じ役割になり、４章の方法と同じものが用いられているのです。 
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問題（テキスト 5.txt, 9 頁） 

ある小学生の集団で国語・算数・社会・理科の学力を調べたところ以下のようなデータを

得た。質問に答えよ。 

国語 68 58 60 63 55 69 63 79 62 74 53 75 64 77 66 

算数 75 59 58 73 59 69 62 67 68 78 53 67 69 77 70 

社会 66 58 50 55 57 66 54 91 57 56 65 55 80 90 63 

理科 82 60 61 74 68 74 64 72 70 65 57 79 76 83 74 

１）４科目の平均値と中央値を求める。 

 国語 算数 社会 理科 

平均値     

中央値     

２）各科目のデータの正規性を検討する。（下段にはみなす／いえないかを書き込む） 

 国語 算数 社会 理科 

S-W検定確率     

正規性ありと     

 

３）対応があるとして以下の科目間の点数の差の正規性を検討する。（同上） 

 国語－算数 国語－社会 算数－理科 社会－理科 

S-W検定確率     

正規性ありと     

 

２群の比較ではデータ間に１対１の対応がある場合、通常対応がある検定手法を利用する

が、対応がないとして検定しても間違いではない。以下の問題は両方の方法で検定を行い、

結果を比較せよ。 

４）国語と算数の平均値（中央値）に差があるといえるか、有意水準 5%で判定する。 

 検定名 確率 判定 

対応なし   差があると［いえる・いえない］ 

対応あり   差があると［いえる・いえない］ 

 

５）社会と理科の平均値（中央値）に差があるといえるか、有意水準 5%で判定する。 

 検定名 確率 判定 

対応なし   差があると［いえる・いえない］ 

対応あり   差があると［いえる・いえない］ 

 

問題解答 

１）４科目の平均値と中央値を求める。 

 国語 算数 社会 理科 

平均値 65.733 66.933 64.200 70.600 

中央値 64 68 58 72 
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２）各科目のデータの正規性を検討する。（下段にはみなす／いえないかを書き込む） 

 国語 算数 社会 理科 

S-W検定確率 0.9341 0.7494 0.0091 0.9533 

正規性ありと みなす みなす いえない みなす 

３）対応があるとして以下の科目間の点数の差の正規性を検討する。（同上） 

 国語－算数 国語－社会 算数－理科 社会－理科 

S-W検定確率 0.1434 0.5936 0.0024 0.2064 

正規性ありと みなす みなす いえない みなす 

４）国語と算数の平均値（中央値）に差があるといえるか。 

 検定名 確率 判定 

対応なし ｔ検定 0.6713 差があると［いえる・いえない］ 

対応あり 対応のあるｔ検定 0.4263 差があると［いえる・いえない］ 

５）社会と理科の平均値（中央値）に差があるといえるか。 

 検定名 確率 判定 

対応なし Wilcoxon 順位和検定 0.0398 差があると［いえる・いえない］ 

対応あり 対応のあるｔ検定 0.0489 差があると［いえる・いえない］ 

 

 


